
　医療を軸にした国際民間援助団体ｌ岡山市に本部を置き、同様に医療を
「国境なき医師団」（本部・フラン｜通じたＮＧＯとして15年の歴史を重
ス）が今年のノーベル平和賀に決ま｜ねてきたＡＭＤＡの菅波茂代表に、
った。世界各地で災害や紛争が多発ｉＡＭＤＡの目指す活動や地域の国際
する巾で医療ＮＧＯ（非政府組織）ｉ貢献の在り方などを聞いた。
の重要佳があらためて認知された。　｜

菅波茂代表に聞く
　
－
発
展
途
上
国
へ
の
支
援
を
　
↓
兪
は
世
界
各
地
に
広

中
心
に
、
国
境
を
超
え
て
繰
り
が
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の

広
げ
ら
れ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
す
そ
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

を
支
え
て
い
る
も
の
は
。
　
　
支
部
の
果
た
す
役
割
は
。

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
十
五
年
の
取
　
　
「
現
在
、
ア
ジ
ア
を
中
心

り
組
み
は
、
多
様
性
の
共
存
へ
　
に
世
界
各
地
に
二
十
五
の
支

の
挑
戦
と
い
え
る
。
多
言
語
、
部
を
設
け
、
海
外
の
会
員
も

寡
聯
微
服
趾
写
雪
恭
へ

多
文
化
、
多
宗
教
の
人
々
が
平
増
え
て
い
る
。
万
一
、
災
害

和
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
い
が
発
生
し
た
際
に
は
、
国
内

汗
を
流
す
。
そ
の
た
め
に
は
互
か
ら
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派

い
に
尊
敬
し
、
信
頼
し
合
う
こ
遺
す
る
が
、
現
地
の
支
部
が

と
が
重
要
だ
が
、
尊
敬
と
信
頼

は
、
と
も
に
苦
労
す
る
行
動
の

中
で
し
か
生
ま
れ
な
い
。
平
和

を
阻
害
す
る
要
因
で
あ
る
戦

争
、
災
害
、
貧
困
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
、
行
動
を
通
じ
て
尊
敬
と

信
頼
の
獲
得
を
目
指
し
て
き

た
」

すがなみ・しげる　昭和51年、岡山大
－
－
―
自

｜大学院医学研究科修了。同大医学部第一

レ内科に入り、岡山市内の病院勤務などを

ｉ経て同56年、同市内に内科医院を開業。

広島県神辺町出ｉ同59年、ＡＭＤＡ代表。
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「
条
例
を
つ
く
っ
て
地
域
の

国
際
化
を
進
め
る
岡
山
県
加
茂

川
町
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
の
後
遺
症
に
悩
む
子
供
を

受
け
入
れ
る
岡
山
県
哲
多
町
、

草
の
根
の
民
間
外
交
推
進

活
動
を
続
け
る
中
、
本
部
を
働
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
導
的
役
割
を
担
う
Ｊ
Ｉ
岡
山
に
置
い
て
い
る
こ
と
の
グ
ル
ー
プ
が
動
き
、
ボ
ラ
ン

カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
″
を
意
味
は
ど
う
か
。

原
則
と
し
て
い
る
。
支
部
の
　
　
「
平
成
七
年
一
月
の
阪
神

広
が
り
こ
そ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
大
淡
路
大
震
災
、
あ
の
時
の
岡

き
な
成
果
の
一
つ
で
、
来
年
山
県
民
挙
げ
て
の
救
援
活
動

中
に
も
三
十
に
増
や
し
、
世
に
、
岡
山
と
い
う
土
地
の
人

界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
遂
援
助
に
対
す
る
熱
い
思
い

成
さ
せ
た
い
」
　
　
　
　
　
　
を
あ
ら
た
め
て
確
信
し
た
。

　
―
国
際
舞
台
で
の
活
発
な
市
民
団
体
や
宗
教
団
体
、
労

車
い
す
駅
伝
で
国
際
交
流
を
行

ブ
に
対
し
て
東
の
岡
山
に
な

れ
る
。
そ
の
理
想
に
向
け
て
、

一
村
一
品
な
ら
ぬ
ゴ
村
一

人
道
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
″

を
提
案
し
た
い
」

　
－
国
際
貢
献
と
い
う
言
葉

の
浸
透
に
歩
調
を
合
わ
せ
て

市
民
権
を
得
て
き
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
ご
一
十
一
世
紀
に
向
け

た
在
り
方
は
。

　
　
「
設
立
以
後
、
苦
労
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
支
援

し
て
く
れ
る
人
も
多
か
っ

た
。
草
の
根
の
民
間
外
交
を

旗
印
に
、
な
ん
と
か
十
五
年

や
っ
て
こ
れ
た
と
い
う
の
が

実
感
だ
。
特
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
共
通

の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
が
、
財

源
の
確
保
は
今
な
お
大
き
な

課
題
だ
。
『
国
境
な
き
医
師

団
』
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
は
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
評
価

さ
れ
た
と
い
う
面
で
は
素
晴

う
津
山
市
な
ど
、
国
際
貢
献
の
ら
し
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
、
活

テ
ィ
ア
精
神
が
最
大
限
に
発
輪
が
自
治
体
レ
ペ
ル
に
広
が
っ
　
動
を
よ
り
幅
広
く
理
解
し
て

揮
さ
れ
た
。
東
京
な
ど
他
の
て
い
る
。
こ
れ
は
一
番
の
財
産
も
ら
い
、
、
参
加
し
て
も
ら
う

都
市
に
は
な
い
、
、
弱
者
に
対
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
積
み
こ
と
で
、
活
動
を
強
化
し
て

す
る
共
鳴
を
実
感
し
た
」
　
　
重
ね
や
地
域
お
こ
し
の
観
点
か
い
き
た
い
」

　
―
国
際
貢
献
に
対
す
る
地
ら
も
国
際
貢
献
の
思
想
が
徐
々

域
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
に
浸
透
し
て
い
る
。
岡
山
が
世

い
る
。
今
後
の
地
域
の
国
際
界
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
都
市
に

化
の
在
り
方
は
。
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き
、
西
の
ジ
ュ
ネ
ー

　
こ
の
連
載
は
社
会
部
・
中

田
秀
哉
、
日
向
一
宇
が
担
当

し
ま
し
た
。
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